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(57)【要約】
【課題】インクジェット法で用いられて、貯蔵安定性に優れたカラーフィルター用インキ
組成物を提供する。
【解決手段】インクジェット法によりカラーフィルターを作成するために用いられるカラ
ーフィルター用インク組成物において、インク組成物中の、溶剤を除く固体成分中の顔料
量と樹脂量との割合（顔料／樹脂量）が２０～６０ｗｔ％の範囲であり、かつ、顔料量と
顔料を分散させる分散剤の量との割合（分散剤／顔料）が３５～１２０ｗｔ％の範囲であ
ることを特徴とするインクジェットカラーフィルター用インキ組成物である。
【選択図】なし



(2) JP 2010-26468 A 2010.2.4

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクジェット法によりカラーフィルターを作成するために用いられるカラーフィルタ
ー用インク組成物において、インク組成物中の、溶剤を除く固体成分中の顔料量と樹脂量
との割合（顔料／樹脂量）が２０～６０ｗｔ％の範囲であり、かつ、顔料量と顔料を分散
させる分散剤の量との割合（分散剤／顔料）が３５～１２０ｗｔ％の範囲であることを特
徴とするインクジェットカラーフィルター用インキ組成物。
【請求項２】
　下記一般式（１）で表される不飽和化合物（Ａ）、４官能以上の多官能アクリレート化
合物（Ｂ）、顔料（Ｄ）、及び溶剤（Ｈ）を含有し、かつ、上記（Ａ）成分と（Ｂ）成分
の重量の比率（Ａ）／（Ｂ）が１０／９０～９０／１０の範囲で配合されていることを特
徴とする請求項1記載のインクジェットカラーフィルター用インキ組成物。
【化１】

［式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、及びＲ4は、独立に水素原子、炭素数１～５のアルキル基、ハロ
ゲン原子又はフェニル基を示し、Ｒ5は水素原子又はメチル基を示す。また、Aは-CO-、-S
O2-、-C(CF3)2-、-Si(CH3)2-、-CH2-、-C(CH3)2-、-O-、9,9-フルオレニル基又は直結合
を示し、Xは4価のカルボン酸残基を示し、Y1及びY2は独立に水素原子又は-OC-Z-(COOH)m
〔Zはm価のカルボン酸残基を示し、mは1～3の数を示す〕であり、nは１～200の数を示す
。］
【請求項３】
　請求項１又は２記載のカラーフィルター用インキ組成物に、２官能以上の多官能エポキ
シ化合物（Ｃ）を、（Ａ）成分と（Ｂ）成分の合計〔（Ａ）＋（Ｂ）〕に対して０～２０
重量％添加したインクジェットカラーフィルター用インキ組成物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載のカラーフィルター用インキ組成物に、更に、粘度調整
剤（Ｅ）と界面活性剤及び／又はカップリング剤（Ｆ）とを添加したインクジェットカラ
ーフィルター用インキ組成物。
【請求項５】
　溶剤（Ｈ）が２種以上の混合溶剤からなり、かつ、いずれの溶剤の沸点も１２０～３５
０℃の範囲である請求項１～４のいずれかに記載のインクジェットカラーフィルター用イ
ンキ組成物。
【請求項６】
　（Ａ）～（Ｆ）成分の合計１００重量部に対する溶剤の使用量が、５０～１０００重量
部である請求項１～５のいずれかに記載のインクジェットカラーフィルター用インキ組成
物。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載のインクジェットカラーフィルター用インキ組成物を用
いて、インクジェット法により形成した画素を乾燥及び硬化させて得たことを特徴とする
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カラーフィルター硬化膜。
【請求項８】
請求項７に記載のカラーフィルター硬化膜を有したことを特徴とするカラーフィルター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット法によってカラーフィルターを作製するのに適した貯蔵安定
性に優れたカラーフィルター用インキ組成物、並びにこのインキ組成物を用いて得たカラ
ーフィルター硬化膜、及びカラーフィルターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　カラー液晶表示装置に使われるカラーフィルターのこれまでの製造方法としては、感光
性樹脂に光重合開始剤、各種添加剤、及び赤色(R)、緑色(G)、青色(B)の各着色剤を加え
た後、溶剤によって調製したカラーレジストを塗布し乾燥後、一連の工程により画素パタ
ーンをフォトリソ法により形成したものが主流である。しかしながら、近時のマザーガラ
スの大型化に伴い、従来のフォトリソ法によるカラーフィルターの製造方法では、塗布工
程などの各工程に於いて技術的な問題点が生じ始めている。
【０００３】
　例えば、これまでスピンコートを用いた塗工方法が主に用いられているが、ベースとな
るマザーガラスが大きくなるにつれ、スピンコートで塗布することは技術的に困難になり
、替わりにスリットコータを用いた塗工方法が採用されている。ところが、スリットコー
タを用いた塗工方法でも更なるマザーガラスの大型化により全面に均一な塗膜を形成する
ことが難しく、特に８Ｇ、１０Ｇクラスといった超大型マザーガラスではこの問題はより
一層顕著になる。また、フォトリソ法では３色ごとに塗工、乾燥、露光、現像、硬化の各
処理が必要となることから、工程数が嵩みコスト高となってしまうと言う問題もあり、フ
ォトリソ法とは別の画素形成手段が望まれている。
【０００４】
　そこで、フォトリソ法に替わるカラーフィルターの製造方法として、例えば特許文献１
に開示されているようなオフセット印刷法を用いた画像形成が提案され、実施されている
。しかしながらオフセット印刷法に関しても十分に超大型マザーガラスに対して安定した
画素形成は困難な状態となっており、実用化が遅れている。これに対してインクジェット
法による画素形成方法は、近年注目を集め、実施され、ある程度の実績を残していること
は周知の事実である。そして、インクジェット法において使用されるインキについて幾つ
かの特許が提示されている（例えば特許文献２～４参照）。
【０００５】
　ところで、テレビ用途に耐えうるような良好な画像を液晶表示装置で実現するためには
、液晶表示装置そのものや回路に格段の技術向上が求められるが、その中でカラーフィル
ターがより大きなＮＴＳＣ比、コントラストなど、良好な表示仕様を達成できることも要
求の一つである。その為には、カラーフィルター用のインキ組成物により多くの顔料を含
有させる必要がある。しかしながら、インキ組成物における顔料の含有量が増加すると、
相対的にインクの貯蔵安定性に関して問題が生じやすくなる。特にフォトリソ法に適した
インキの場合には、現像性を確保するために限界まで分散材料を低下させ、安定性をある
程度犠牲とした組成を選択せざるを得ない。
【特許文献１】特開平１１－５８９２１号公報
【特許文献２】特開２００４－２１３０３３号公報
【特許文献３】特開２００４－２２００３６号公報
【特許文献４】特開２００８－５０４５６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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本発明は、カラーフィルターの製造において、大型化が進むガラス基板に対して画素パタ
ーンを形成するのに適していると共に、低コスト化及び量産化が可能なインクジェット法
に用いるインキ組成物について、硬化性に優れて、大きなＮＴＳＣ比を達成すべく顔料を
高濃度で含有しても粘度安定性に優れ、常温保存でも安定した粘度を保持できるカラーフ
ィルター用インキ組成物、並びにこのインキ組成物を用いて得たカラーフィルター硬化膜
及びカラーフィルターを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、大きなＮＴＳＣ比を達成すべく顔料を高濃度で含有しても、粘度安定性
に優れ、常温保存でも安定した粘度を保持できるインキ組成物について鋭意検討した結果
、使用する原料の一つである顔料分散液の顔料と分散剤との比率を一定の範囲におさめて
インキ組成物とすることで、常温でも粘度が安定し、インクジェットの吐出性に優れたイ
ンクジェット法に適したカラーフィルター向けインキ組成物が得られることを見出し、本
発明を完成した。
【０００８】
　すなわち、本発明は、インクジェット法によりカラーフィルターを作成するために用い
られるカラーフィルター用インク組成物において、インク組成物中の、溶剤を除く固体成
分中の顔料量と樹脂量との割合（顔料／樹脂量）が２０～６０ｗｔ％の範囲であり、かつ
、顔料量と顔料を分散させる分散剤の量との割合（分散剤／顔料）が３５～１２０ｗｔ％
の範囲であることを特徴とするインクジェットカラーフィルター用インキ組成物である。
【０００９】
　上記インクジェットカラーフィルター用インキ組成物は、下記一般式（１）で表される
不飽和化合物（Ａ）、４官能以上の多官能アクリレート化合物（Ｂ）、顔料（Ｄ）、及び
溶剤（Ｈ）を含有し、かつ、上記（Ａ）成分と（Ｂ）成分の重量の比率（Ａ）／（Ｂ）が
１０／９０～９０／１０の範囲で配合されていることが本発明における好ましい態様であ
る。
【化１】

［式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、及びＲ4は、独立に水素原子、炭素数１～５のアルキル基、ハロ
ゲン原子又はフェニル基を示し、Ｒ5は水素原子又はメチル基を示す。また、Aは-CO-、-S
O2-、-C(CF3)2-、-Si(CH3)2-、-CH2-、-C(CH3)2-、-O-、9,9-フルオレニル基又は直結合
を示し、Xは4価のカルボン酸残基を示し、Y1及びY2は独立に水素原子又は-OC-Z-(COOH)m
〔Zはm価のカルボン酸残基を示し、mは1～3の数を示す〕であり、nは１～200の数を示す
。］
【００１０】
　また、上記インクジェットカラーフィルター用インキ組成物には、２官能以上の多官能
エポキシ化合物（Ｃ）を、上記（Ａ）成分と（Ｂ）成分の合計〔（Ａ）＋（Ｂ）〕に対し
て０～２０重量％添加するのが更に好ましい態様である。
【００１１】
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　ここで、分散剤とは、顔料表面に吸着もしくは固着して顔料同士の凝集を阻害する添加
剤であり、一般的に分散剤の基本的な構造は、顔料表面に吸着する吸着部と顔料同士の凝
集を阻害する立体反発部を有する。通常、吸着部は、顔料表面とは逆の電荷を持った構造
を有しており、例えば、顔料表面が酸性処理を施されていた場合、吸着部は、Ｎａ+やア
ミンやイミノ構造を有している場合が多い。一方、立体反発部は、長鎖の炭化水素鎖、ア
クリル、エステル、エーテルなどで連結されている。このように一方に電荷を持ち他方に
炭化水素構造を有している事から、分散剤は一種の界面活性剤である。このような分散剤
として、市販されているものを例示すると、例えばＢＹＫ　Ｃｈｅｍｉｅ社のＤｉｓｐｅ
ｒｂｙｋ－１６０、１６１、１６２、１６３、１６４、１６５、１６６、１６９、１８２
、１８３、１８４、１８５、２０００、２００１、２０２０、２０５０、２０７０、２１
５０」、Ｅｆｋａ ＣＨＥＭＩＣＡＬＳ社「ＥＦＫＡ－４０４６、４０４７、４０４８、
４０５０，４０５５、４４００、４４０１、４４０２」、日本ルブリゾール社「ＳＯＬＳ
ＰＥＲＳＥ２４０００ＳＣ、２４０００ＧＲ、３１８４５」、楠本化成株式会社「デイス
パロンＤＡ７０３－５０、ＤＡ－７０５、ＤＡ－７２５」、味の素ファインテクノ株式会
社「アジスパーＰＢ７１１、８２１、８２２、８２４、８２７」などがあげられる。
【００１２】
　また、顔料（Ｄ）については、有機顔料であってもよく、無機顔料であってもよい。こ
のうち有機顔料としては、例えばアゾレーキ系、不溶性アゾ（PY-150）系、フタロシアニ
ン系（PG-7、PG-36＆PB-15.6）を含むシアニン系、キノフタロン系（PY138）、キナクド
リン系、ジオキサジン（PV-23）系、イソインドリノン（PY-139）系、ベリノン系、アン
トラキノン（PR-177）系、ピロロピロール系（PR-254）、ペリレン系等を挙げることがで
き、これの１種又は２種以上を併用することもできる。無機顔料としては、例えばミロリ
ブルー、酸化鉄、コバルト系、マンガン系、群青、紺青、コバルトブルー、セルリアンブ
ルー、ピリジアン、エメラルドグリーン、コバルトグリーン等を挙げることができ、これ
の１種又は２種以上を併用することもできる。これらの顔料については、得られるカラー
フィルターの塗膜（画素）の透明性を維持しつつ着色するために、可視光の波長の下限で
ある0.4μｍ以下の平均粒子径に分散されることが好ましく、実用的に平均粒子径範囲が0
.01～0.25μｍであるのが更に好ましい。
【００１３】
　そして、分散剤と溶剤、及び顔料（Ｄ）を用いて所定の方法で分散して、顔料分散液（
分散体）を得るようにする。このうち、分散剤量と顔料量との比率（分散剤／顔料）を３
５～１２０ｗｔ％の範囲として、本発明のインクジェットカラーフィルター用インキ組成
物を調製する。顔料分散液における分散剤と顔料（Ｄ）の量が、この範囲の比率を逸脱し
た場合は、良好なインク特性を発揮できない。すなわち、まず、３５ｗｔ％を下回ると常
温での保管中に粘度上昇が進行し、冷蔵保存が必要となる。更に低下して２５ｗｔ％を下
回ると冷蔵保存でも粘度の安定が保てなくなる。特にインキに調製する時、粘度調整、色
特性調整、乾燥特性調整等、必要に応じて変更する組成の変動に対して広範囲で安定する
のは顔料に対する分散剤比率が３５ｗｔ％以上の場合である。一方、分散剤比率が１２０
ｗｔ％を超えるとインキに調製する時に硬化などの膜形成、機能付与に必要な樹脂やモノ
マーなどの比率が相対的に減少し、膜物性に於いて十分な信頼性を発揮できない事があり
、広範囲で十分な信頼性を発揮できる組成を実現できるのは１２０％ｗｔ以下である。従
って、使用する顔料分散液に於ける顔料（Ｄ）と分散剤との比率は３５～１２０ｗｔ％、
より好ましくは４０～１００ｗｔ％が望ましい。
【００１４】
　また、本発明におけるインキ組成物は、溶剤を除く固体成分中の顔料量と樹脂量（イン
キ組成物から溶剤を除いた固体成分量であり顔料分を含まない）との割合（顔料／樹脂量
）が２０～６０ｗｔ％、好ましくは４０～６０ｗｔ％の範囲であるようにする。樹脂量に
対する顔料の割合が２０ｗｔ％より少ないと所望の色特性が得られず、反対に６０ｗｔ％
を超えると顔料が凝集しやすくなり、インク吐出時にヘッドが閉塞の原因となる。
【００１５】
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　また、本発明におけるインキ組成物は、先に述べた一般式（１）で表される不飽和化合
物（Ａ）を樹脂の構成成分として含有する。この（Ａ）成分は、ビスフェノール類から誘
導される２個のグリシジルエーテル基を有するエポキシ化合物に（メタ）アクリル酸を反
応させ、得られたヒドロキシ基を有する化合物に、多塩基酸であるジカルボン酸又はその
酸無水物（以下、「ジカルボン酸類」と称することもある）とテトラカルボン酸又はその
酸二無水物（以下、「テトラカルボン酸類」と称する場合もある）とのそれぞれ１種以上
と反応させて得られたエポキシ（メタ）アクリレート酸付加物である。なお、本明細書に
おいて、（メタ）アクリル酸は、アクリル酸、メタクリル酸又は両方を意味する。
【００１６】
　また、上記（Ａ）成分については、好ましくは下記一般式（２）で表されるエポキシ化
合物から誘導されるのがよい。このエポキシ化合物はビスフェノール類から誘導されるが
、ビスフェノール類をグリシジルエーテル化する際に、オリゴマー単位が混入することに
なるが、一般式（２）におけるｌの平均値が０～１０の範囲であればインキ組成物として
の性能には問題はない。

【化２】

【００１７】
　上記一般式(２)において、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4及びＡは、一般式(１)と同様の意味を表
すが、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、及びＲ4について好ましくは水素原子であり、Ａについて好ましく
は9,9-フルオレニル基であるのがよい。ｌについては０～１０の整数、好ましくは０又は
０～２の整数であるのがよい。ここで、9,9-フルオレニル基は、下記式一般式(３)で表さ
れる基をいう。

【化３】

【００１８】
　本発明において、（A）成分を得る際の上記エポキシ化合物と（メタ）アクリル酸との
反応については、エポキシ化合物１モルに対し、約２モルの（メタ）アクリル酸を使用し
て行うのがよい。この反応で得られる反応物は、後述する一般式（５）で表されるような
エポキシ（メタ）アクリレート化合物である。そして、このエポキシ（メタ）アクリレー
ト化合物分子中のヒドロキシ基にa)ジカルボン酸類及びb)テトラカルボン酸類を反応させ
、エポキシ（メタ）アクリレートの酸付加体を得る。
【００１９】
　上記a)ジカルボン酸類としては、鎖式炭化水素ジカルボン酸又はその酸無水物や脂環式
ジカルボン酸又はその酸無水物、芳香族ジカルボン酸又はその酸無水物等を使用すること
ができる。このうち、鎖式炭化水素ジカルボン酸又はその酸無水物として、例えばコハク
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ンゴ酸、マロン酸、グルタル酸、クエン酸、酒石酸、オキソグルタル酸、ピメリン酸、セ
バシン酸、スベリン酸、ジグリコール酸等の化合物を挙げることができ、更には任意の置
換基が導入されたジカルボン酸類又はその酸無水物であってもよい。また、脂環式ジカル
ボン酸又はその酸無水物として、例えばヘキサヒドロフタル酸、シクロブタンジカルボン
酸、シクロペンタンジカルボン酸、ノルボルナンジカルボン酸等の化合物を挙げることが
でき、更には任意の置換基が導入されたジカルボン酸類又はその酸無水物であってもよい
。更に、芳香族ジカルボン酸又はその酸無水物として、例えばフタル酸、イソフタル酸等
の化合物を挙げることができ、更には任意の置換基が導入されたジカルボン酸類又はその
酸無水物であってもよい。
【００２０】
　また、b)テトラカルボン酸類としては、鎖式炭化水素テトラカルボン酸又はその酸二無
水物、脂環式テトラカルボン酸又はその酸二無水物、芳香族多価カルボン酸又はその酸二
無水物等を使用することができる。このうち、鎖式炭化水素テトラカルボン酸又はその酸
無水物として、例えばブタンテトラカルボン酸、ペンタンテトラカルボン酸、ヘキサンテ
トラカルボン酸等を挙げることができ、更には置換基が導入されたテトラカルボン酸類又
はその酸無水物であってもよい。また、脂環式テトラカルボン酸又はその酸無水物として
、例えばシクロブタンテトラカルボン酸、シクロペンタンテトラカルボン酸、シクロヘキ
サンテトラカルボン酸、シクロへプタンテトラカルボン酸ノルボルナンテトラカルボン酸
等を挙げることができ、更には置換基が導入されたテトラカルボン酸類又はその酸無水物
であってもよい。更に、芳香族多価カルボン酸又はその酸無水物として、例えばピロメリ
ット酸、ベンゾフェノンテトラカルボン酸、ビフェニルテトラカルボン酸、ビフェニルエ
ーテルテトラカルボン酸又はその酸無水物等を挙げることができ、更には置換基が導入さ
れたテトラカルボン酸類又はその酸無水物であってもよい。
【００２１】
　上記a)ジカルボン酸類とb)テトラカルボン酸類については、それぞれ1種以上を使用す
ることができ、a)ジカルボン酸類とb)テトラカルボン酸類の使用割合としてはa/bのモル
比で０．１～１０、好ましくは０．２～１．０の範囲となるようにするのがよい。この使
用割合については、（Ｂ）成分の最適分子量、硬化性、光透過性、耐熱性、対溶剤性など
を考慮し適した割合を選択することができる。
【００２２】
　また、（Ａ）成分を得る際の上記エポキシ（メタ）アクリレート化合物とa)ジカルボン
酸類及びb)テトラカルボン酸類を反応させるには、公知の方法を採用することができるが
、好ましくはエポキシ（メタ）アクリレート化合物分子中のヒドロキシ基１モル当たり酸
成分が３／４モルとなるように定量的に反応させるのがよい。また、反応温度としては９
０～１３０℃、好ましくは９５～１２５℃である。
【００２３】
　（Ａ）成分を製造する方法の一例を9,9-ビス（4-ヒドロキシフェニル）フルオレンを出
発原料とする場合について示せば、次のようである。
　先ず、9,9-ビス（4-ヒドロキシフェニル）フルオレンとエピクロロヒドリンとを反応さ
せて下記一般式（４）で表されるビスフェノールフルオレン型エポキシ化合物を合成し、
このビスフェノールフルオレン型エポキシ化合物とCH2＝CR5-COOHで表される（メタ）ア
クリル酸とを反応させて下記一般式（５）で表されるビスフェノールフルオレン型エポキ
シアクリレート樹脂を合成し、次いでプロピレングリコールモノメチル溶剤中でビスフェ
ノールフルオレン型エポキシアクリレート樹脂と上記酸成分とを加熱下に反応させ、（Ａ
）成分である前記式（１）で表されるフルオレン型のアルカリ可溶性樹脂を得ることがで
きる。
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【化４】

【化５】

　ここで、一般式（４）及び（５）におけるＲ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、及びＲ5は、一般式（
１）と同様であり、Ａは9,9-フルオレニル基を示す。
【００２４】
　一方、（Ｂ）成分の多官能アクリレート化合物としては、例えば、ジトリメチロールプ
ロパンテトラ(メタ)アクリレート、などのメチロールプロパンで4官能以上のアクリレー
トやペンタエリスリトールテトラ(メタ)アクリレート、ジペンタエリスリトールテトラ(
メタ)アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタ(メタ)アクリレート、ジペンタエリ
スリトールヘキサ(メタ)アクリレート、ペンタエリスリトールやジペンタエリスリトール
のような骨格で4官能以上のアクリレートや、ペンタアクレレートエステル等のアクリル
酸エステル類等を挙げることができる。これらはその1種のみを単独で用いてもよく、ま
た、２種以上を併用することもできる。更には、これらのアクリレートはモノマーであっ
てもよくオリゴマーであってもよい。なお、上記アクリレート構造に関しては、同様の構
造に於いても３官能以下を除外すると同時に上記構造以外でも４官能以上であればよく、
アクリレートの主骨格に影響されない。
【００２５】
　本発明において上記（Ａ）成分と（Ｂ）成分の重量の比（Ａ）／（Ｂ）については１０
／９０～９０／１０、好ましくは７０／３０～４０／６０である。（Ａ）／（Ｂ）が１０
／９０～９０／１０の範囲から外れると、インキ組成物が十分に硬化しなかったり、得ら
れた硬化膜の光透過性が低下してしまい、液晶の発色性に影響を及ぼしたり液晶の電圧保
持率が低下するおそれがある。ここで、(Ａ)成分の重量平均分子量(Ｍｗ)は２０００～２
００００の範囲であるのがよい。
【００２６】
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　本発明においては、２官能以上の多官能エポキシ化合物（Ｃ）を（Ａ）成分及び（Ｂ）
成分の和に対して２０重量％以下含有するようにしてもよい。ここで、多官能エポキシ化
合物（Ｃ）は、一分子中に２以上のエポキシ基を有するエポキシ化合物からなる。例えば
フェノールノボラック型エポキシ、クレゾールノボラック型エポキシなどのノボラック型
エポキシ樹脂、ビスフェノールＡ型エポキシ、ビスフェノールＦ型エポキシなどのビス型
エポキシ樹脂やビフェニル型エポキシ樹脂、脂環式エポキシ樹脂等を代表的なものとして
例示することができる。つまり、本発明における多官能エポキシ化合物（Ｃ）は、最大２
０重量％を限度とし、最小は０重量％でもよい。
【００２７】
　本発明のカラーフィルター用インキ組成物は、前記(Ａ)、(Ｂ)及び(Ｄ)成分のほか、必
要に応じて添加される（Ｃ）成分を溶剤（Ｈ）に溶解又は分散してなる。溶剤としては、
メチルエチルケトン、シクロヘキサノン、メチルシクロヘキサノン等のケトン類、メチル
セロソルブ、エチルセロソルブ、セロソルブアセテート等のセロソルブ類、プロピレング
リコールモノメチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレング
リコールn-プロピルエーテル、プロピレングリコールn-ブチルエーテル等のプロピレング
リコールモノアルキルエーテル類、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート
、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、プロピレングリコールn-プロピ
ルエーテルアセテート、プロピレングリコールn-ブチルエーテルアセテート等のプロピレ
ングリコールモノアルキルエーテルアセテート類、ジエチレングリコールジメチルエーテ
ル、ジエチレングリコールジエチルエーテル、ジエチレングリコールジブチルエーテル等
のジエチレングリコールジアルキルエーテル類、乳酸メチル、乳酸エチル等の乳酸エステ
ル類、酢酸n-ブチル等の酢酸エステル類の他、γ－ブチロラクトン、Ｎ－メチルピロリド
ン、ジメチルスルホキシド等の有機溶剤を例示することができる。
【００２８】
　本発明においては、好ましくはこれら有機溶剤を２種以上使用した混合溶剤とするのが
よい。この場合、使用される溶剤の沸点がいずれも１２０～３５０℃の範囲であるのが更
に好ましい。
【００２９】
　また、（Ｂ）成分を使用する場合には、光重合開始剤（Ｆ）として、アセトフェノン、
p-tert-ブチルアセトフェノン等のアセトフェノン類、ベンゾフェノン、2-クロロベンゾ
フェノン、p,p'-ビス(ジメチルアミノ)ベンゾフェノン等のベンゾフェノン類、ベンゾイ
ンメチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンゾインブチルエーテル等のベ
ンゾインエーテル類、2-メチル-1 [4-(メチルチオ)フェニル]-2-モルフォリノプロパン-1
-オン、2-ベンジル-2-ジメチルアミノ-1-(4-モルフォリノフェニル)-ブタノン-1等のα-
アミノアルキルフェノン類、ビス(2,4,6-トリメチルベンゾイル)-フェニル-ホスファイン
-オキサイド等のビスアシルフォスフィンオキサイド類、N-フェニルグリシン等のグリシ
ン類、2,4-トリクロロメチル-(ピぺロニル)-6-トリアジン、2,4-トリクロロメチル-(4'-
メトキシスチリル)-6-トリアジン等のトリアジン類等を添加するのがよい。これらは単独
で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。また、この光重合開始剤（Ｆ）は、p-ジメ
チルアミノ安息香酸イソアミルエステル、p-ジメチルアミノ安息香酸エチルエステル等の
公知の光重合促進剤（増感剤）と併用することもできる。（Ｆ）成分の使用量については
、（Ｂ）成分と（Ａ）成分の総量１００重量部に対して０．１～２０重量部であることが
好ましい。
【００３０】
　更に、本発明では、カラーフィルター用インキ組成物の他の性能を阻害しない範囲であ
れば、インクジェット適正を調節する目的から粘度調整剤（Ｇ）を添加することもできる
。粘度調整剤（Ｇ）には、粘度を低下させるものと、粘度を高くするものとがある。粘度
を低下させるものには、一般的には、溶剤もこれに含まれるが、本発明では通常の溶剤は
粘度調整剤ではなく溶剤と看做し、低分子の官能基を有する反応性希釈剤を粘度調整剤（
Ｇ）とする。一方、粘度を高くするものには、シリカ粒子を分散させたシリカ系エアロジ
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ェルや、アマイド系ワックス、ベントナイト系の増粘剤がある。これらを必要に応じて添
加する事で粘度調整を実施する。
【００３１】
　更にまた、本発明のカラーフィルター用インキ組成物は、本発明の効果を損なわない範
囲であれば、他の成分を含有してもよい。例えば、濡れ性を向上させるためには界面活性
剤が使用されてもよく、密着性向上のためにはカップリング剤が好ましく使用される。こ
の場合、界面活性剤は0.01～0.2wt％の範囲で含有させることが好ましい。
【００３２】
　本発明におけるインキ組成物については、インクジェット法によりガラス基板等の所定
の領域に塗布した後、例えば５０～１３０℃で１～１０分の乾燥処理を施し、次いで２０
０～２６０℃で０．５～２時間の熱硬化を行うことで所定の画像を形成することができる
。この際のインクジェット法としては、一般に用いられる手段を採用することができ、例
えば所定のブラックマトリックスパターン形状の凹部にインキ組成物を吐出、塗布し、乾
燥、硬化してもよい。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明のインクジェット用インキ組成物は、大型化が進むガラス基板に対して画素パタ
ーンを形成するのに適していると共に、低コスト化及び量産化が可能なインクジェット法
に用いるインキ組成物である。本発明のインキ組成物は、このようにインクジェット特性
を維持しつ、常温で安定な粘度を維持しながら電圧保持率などの信頼性を確保できるイン
クジェットカラーフィルター用インキ材料である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　以下、実施例により本発明を更に詳しく説明するが、本発明はこれに限定されるもので
はない。なお、実施例中、別段の断りがない限り、部は重量部を表し、%は重量%を表す。
【００３５】
［Blue分散体Ａ（顔料分散液）処方例］
　顔料PB;15.6（100g）を２Ｌのステンレス容器に採取し、あらかじめブチルカルビトー
ルアセテート５０％溶液としていたＰＢ８２４（味の素社製　分散剤）を61g加えた。こ
れをセラミックコーティングを施した3本ロールにて流動性が出るまで混練する。この混
練品に更にブチルカルビトールアセテート130g添加、混合した後、横型サンドミルにて分
散し、顔料の平均粒径が100nm以下になるまで分散した。分散完了後、ブチルカルビトー
ルアセテート（400g）で希釈して固形分が１９％とし試験用分散液とした。
【００３６】
［Blue分散体Ｂ（顔料分散液）処方例］
　顔料PB;15.6（100g）を２Ｌのステンレス容器に採取し、あらかじめブチルカルビトー
ルアセテート５０％溶液としていたＰＢ８２４（味の素社製　分散剤）を107g加え、後に
添加するブチルカルビトールアセテートを168gとした以外はBlue分散体Ａ処方と同様に処
理した。分散完了後、ブチルカルビトールアセテート（400g）で希釈して固形分が20％と
し試験用分散液とした。
【００３７】
［Red分散体Ａ（顔料分散液）処方例］
　顔料PR254とPY150を80／20に混合したもの100gを２Ｌのステンレス容器に採取し、Ｄｉ
ｓｐｅｒｂｙｋ－２０００（ＢＹＫ　Ｃｈｅｍｉｅ社製　分散剤）を75.5g加えた。これ
をセラミックコーティングを施した3本ロールにて流動性が出るまで混練した。更にブチ
ルカルビトールアセテート200g添加、混合した後、混練品を横型サンドミルにて分散し、
顔料の平均粒径が100nm以下になるまで分散した。分散完了後、ブチルカルビトールアセ
テート（400g）で希釈して固形分が１７％とし試験用分散液とした。
【００３８】
［Red分散体Ｂ（顔料分散液）処方例］
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　顔料PR254とPY150を80／20に混合したもの100gを２Ｌのステンレス容器に採取し、Ｄｉ
ｓｐｅｒｂｙｋ－２０００（ＢＹＫ　Ｃｈｅｍｉｅ社製　分散剤）を148g加え、後に添加
するブチルカルビトールアセテートを105gとした以外はRed 分散体Ａ処方と同様に処理し
た。分散完了後、ブチルカルビトールアセテート（400g）で希釈して固形分が２３％とし
試験用分散液とした。
【００３９】
［Green分散体Ａ（顔料分散液）処方例］
　顔料PG36とPY150を60／40に混合したもの100gを２Ｌのステンレス容器に採取し、あら
かじめジエチレングリコールブチルエーテルアセテート(別称：ブチルカルビトールアセ
テート(以後BCA))５０％溶液としていたＰＢ８２７(味の素社製　分散剤)を60g加えた。
これをセラミックコーティングを施した3本ロールにて流動性が出るまで混練した。更にB
CA（107g）を添加、混合した後、混練品を横型サンドミルにて分散し、顔料の平均粒径が
100nm以下になるまで分散した。分散完了後、BCA（400g）で希釈して固形分が２０％とし
試験用分散液とした。
【００４０】
［Green分散体Ｂ（顔料分散液）処方例］
　顔料PG36とPY150を60／40に混合したもの100gを２Ｌのステンレス容器に採取し、あら
かじめBCA５０％溶液としていたＰＢ８２７（味の素社製　分散剤）を91g加え、後に添加
するBCAを141gとした以外はGreen分散体Ａ処方と同様に処理した。分散完了後、BCA（300
g）で希釈して固形分が２３％とし試験用分散液とした。
【００４１】
［Green分散体Ｃ（顔料分散液）処方例］
　顔料PG36とPY150を60／40に混合したもの100gを２Ｌのステンレス容器に採取し、あら
かじめBCA５０％溶液としていたＰＢ８２７（味の素社製　分散剤）を200g加え、後に添
加するBCAを350gとした以外はGreen分散体Ａ処方と同様に処理した。分散完了後、BCA（3
50g）で希釈して固形分が３０％とし試験用分散液とした。
【００４２】
［Green分散体D（顔料分散液）処方例］
　顔料PG36とPY150を60／40に混合したもの100gを２Ｌのステンレス容器に採取し、あら
かじめBCA５０％溶液としていたＰＢ８２７（味の素社製　分散剤）を266g加え、後に添
加するBCAを204gとした以外はGreen分散体Ａ処方と同様に処理した。分散完了後、BCA（4
00g）で希釈して固形分が２４％とし試験用分散液とした。
【００４３】
　すべての分散体に関しては、調製後に約1gを採取した後、160℃で2時間乾燥後、初期重
量との差から計算した固形分を基にして計算した組成比を表1に示す。
【実施例１】
【００４４】
　ビーカー（1000ml）に回転子を入れ、マグネチックスターラーに設置した。溶剤として
BCA  210.5gを秤量し、攪拌しながら（Ｃ）成分としてYX4000HK (ジャパンエポキシレジ
ン社製)を4.0g加えた。これらの溶解を確認した後、（Ａ）成分のフルオレン型エポキシ
型アクリレート／酸無水物重合付加体のPGMEA(プロピレングリコールモノメチルエーテル
アセテート)溶液（新日鐵化学(株)製 Ｖ259ME  樹脂成分等56.5％）を42.5gと（Ｂ）成分
のジペンタエリスリトールヘキサアクリレートDPHA（日本化薬社製）16.0ｇとを添加して
、攪拌した。次に、あらかじめ分散、調製した（Ｄ）成分、分散剤及び溶剤からなるGree
n分散体Ｂを227.0g加えて更に攪拌した。最後に添加剤のシランカップリング剤と界面活
性剤を各2.5gと0.3g添加した後、さらに30分攪拌して試験用インキ組成物を得た。組成及
び後述する評価結果を表２に示す。
【実施例２】
【００４５】
　ビーカー（1000ml）に回転子を入れ、マグネチックスターラーに設置した。溶剤として
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BCA  133.7gを秤量し、攪拌しながら（Ｃ）成分としてYX4000HK (ジャパンエポキシレジ
ン社製)を2.4g加えた。これらの溶解を確認した後、（Ａ）成分のフルオレン型エポキシ
型アクリレート／酸無水物重合付加体のPGMEA溶液（新日鐵化学(株)製 Ｖ259ME  樹脂成
分等56.5％）を24.7gと（Ｂ）成分のジペンタエリスリトールヘキサアクリレートDPHA（
日本化薬社製）9.3ｇとを添加して、攪拌した。次に、あらかじめ分散、調製した（Ｄ）
成分、分散剤及び溶剤からなるGreen分散体Ｂを330.0g加えて更に攪拌した。最後に添加
剤のシランカップリング剤と界面活性剤を各2.5gと0.3g添加した後、さらに30分攪拌して
試験用インキ組成物を得た。組成及び評価結果を表２に示す。
【実施例３】
【００４６】
　ビーカー（1000ml）に回転子を入れ、マグネチックスターラーに設置した。溶剤として
BCA  139.65gを秤量し、攪拌しながら、（A）成分のフルオレン型エポキシ型アクリレー
ト／酸無水物重合付加体のPGMEA溶液（新日鐵化学(株)製 Ｖ259ME  樹脂成分等56.5％）
を38.0gと（Ｂ）成分のジペンタエリスリトールヘキサアクリレートDPHA（日本化薬社製
）14.5ｇとを添加して、攪拌した。次に、あらかじめ分散、調製した（Ｄ）成分、分散剤
及び溶剤からなるBlue分散体Ｂを307.9g加えて更に攪拌した。最後に添加剤のシランカッ
プリング剤と界面活性剤を各2.5gと0.3g添加した後、さらに30分攪拌して試験用インキ組
成物を得た。組成及び評価結果を表２に示す。
【実施例４】
【００４７】
　ビーカー（1000ml）に回転子を入れ、マグネチックスターラーに設置した。溶剤として
BCA  368.0gを秤量し、攪拌しながら（Ｃ）成分としてYX4000HK (ジャパンエポキシレジ
ン社製)を2.5g加えた。これらの溶解を確認した後、（Ａ）成分のフルオレン型エポキシ
型アクリレート／酸無水物重合付加体のPGMEA溶液（新日鐵化学(株)製 Ｖ259ME  樹脂成
分等56.5％）を26.0gと（Ｂ）成分のジペンタエリスリトールヘキサアクリレートDPHA（
日本化薬社製）10.0ｇとを添加して、攪拌した。次に、あらかじめ分散、調製した（Ｄ）
成分、分散剤及び溶剤からなるRed分散体Ｂを284.0g加えて更に攪拌した。最後に添加剤
のシランカップリング剤と界面活性剤を各2.5gと0.3g添加した後、さらに30分攪拌して試
験用インキ組成物を得た。組成及び評価結果を表２に示す。
【実施例５】
【００４８】
　ビーカー（1000ml）に回転子を入れ、マグネチックスターラーに設置した。溶剤として
BCAを222.7g秤量し、攪拌しながら（Ｃ）成分としてYX4000HK (ジャパンエポキシレジン
社製)を1.3g加えた。これらの溶解を確認した後、（Ａ）成分のフルオレン型エポキシ型
アクリレート／酸無水物重合付加体のPGMEA溶液（新日鐵化学(株)製 Ｖ259ME  樹脂成分
等56.5％）を12.7gと（Ｂ）成分のジペンタエリスリトールヘキサアクリレートDPHA（日
本化薬社製）4.8ｇとを添加して、攪拌した。次に、あらかじめ分散、調製した（Ｄ）成
分、分散剤及び溶剤からなるGreen分散体Ｃを351.5g加えて更に攪拌した。最後に添加剤
のシランカップリング剤と界面活性剤を各3.0gと0.3g添加した後、さらに30分攪拌して試
験用インキ組成物を得た。組成及び評価結果を表２に示す。
【００４９】
［比較例１］
　ビーカー（1000ml）に回転子を入れ、マグネチックスターラーに設置した。溶剤として
BCAを118.5g秤量し、攪拌しながら（Ｃ）成分としてYX4000HK (ジャパンエポキシレジン
社製)を1.2g加えた。これらの溶解を確認した後、（Ａ）成分のフルオレン型エポキシ型
アクリレート／酸無水物重合付加体のPGMEA溶液（新日鐵化学(株)製 Ｖ259ME  樹脂成分
等56.5％）を12.2gと（B）成分のジペンタエリスリトールヘキサアクリレートDPHA（日本
化薬社製）4.6ｇとを添加して、攪拌した。次に、あらかじめ分散、調製した（Ｄ）成分
、分散剤及び溶剤からなるGreen分散体Ｄを363.5g加えて更に攪拌した。最後に添加剤の
シランカップリング剤と界面活性剤を各2.5gと0.3g添加した後、さらに30分攪拌して試験
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用インキ組成物を得た。組成及び評価結果を表２に示す。
【００５０】
［比較例２］
　ビーカー（1000ml）に回転子を入れ、マグネチックスターラーに設置した。溶剤として
BCAを96.5g秤量し、攪拌しながら（Ｃ）成分としてYX4000HK (ジャパンエポキシレジン社
製)を3.5g加えた。これらの溶解を確認した後、（Ａ）成分のフルオレン型エポキシ型ア
クリレート／酸無水物重合付加体のPGMEA溶液（新日鐵化学(株)製 Ｖ259ME  樹脂成分等5
6.5％）を35.0gと（Ｂ）成分のジペンタエリスリトールヘキサアクリレートDPHA（日本化
薬社製）13.5ｇとを添加して、攪拌した。次に、あらかじめ分散、調製した（Ｄ）成分、
分散剤及び溶剤からなるGreen分散液Aを351.5g加えて更に攪拌した。最後に添加剤のシラ
ンカップリング剤と界面活性剤を各2.5gと0.3g添加した後、さらに30分攪拌して試験用イ
ンキ組成物を得た。組成及び評価結果を表２に示す。
【００５１】
［比較例３］
　ビーカー（1000ml）に回転子を入れ、マグネチックスターラーに設置した。溶剤として
BCAを206.2g秤量し、攪拌しながら（Ｃ）成分としてYX4000HK (ジャパンエポキシレジン
社製)を3.1g加えた。これらの溶解を確認した後、（Ａ）成分のフルオレン型エポキシ型
アクリレート／酸無水物重合付加体のPGMEA溶液（新日鐵化学(株)製 Ｖ259ME  樹脂成分
等56.5％）を32.2gと（Ｂ）成分のジペンタエリスリトールヘキサアクリレートDPHA（日
本化薬社製）12.4ｇとを添加して、攪拌した。次に、あらかじめ分散、調製した（Ｄ）成
分、分散剤及び溶剤からなるRed分散体Ａを246.1g加えて更に攪拌した。最後に添加剤の
シランカップリング剤と界面活性剤を各2.5gと0.3g添加した後、さらに30分攪拌して試験
用インキ組成物を得た。組成及び評価結果を表２に示す。
【００５２】
［比較例４］
　ビーカー（1000ml）に回転子を入れ、マグネチックスターラーに設置した。溶剤として
BCAを146.0g秤量し、攪拌しながら（Ａ）成分のフルオレン型エポキシ型アクリレート／
酸無水物重合付加体のPGMEA溶液（新日鐵化学(株)製 Ｖ259ME  樹脂成分等56.5％）を48.
5gと（Ｂ）成分のジペンタエリスリトールヘキサアクリレートDPHA（日本化薬社製）18.5
ｇとを添加して、攪拌した。次に、あらかじめ分散、調製した（Ｄ）成分、分散剤及び溶
剤からなるBlue分散体Ａを287.0g加えて更に攪拌した。最後に添加剤のシランカップリン
グ剤と界面活性剤を各2.5gと0.3g添加した後、さらに30分攪拌して試験用インキ組成物を
得た。組成及び評価結果を表２に示す。
【００５３】
　上記で得られた試験用インキ組成物を下記手順により評価し、結果を表２に示した。
【００５４】
<粘度安定性試験>
　作製したインキ組成物は、先にE型粘度計にて50rpm、23℃の粘度を測定した。その後、
100ｇを密封できる容器に移し、40℃で一週間加速エージング後、同様の条件にて粘度を
測定し、初期粘度より粘度上昇が１ｍPa・sec以下を合格とした。
【００５５】
〈吐出試験〉
　東芝テック社製ヘッド（CA-3）に接続し、パージ、洗浄を実施後、インキ組成物の吐出
状態をストロボカメラにて確認し、液滴が吐出しない、飛翔軌道が明らかに垂直でないな
ど著しい不具合がなければ○とした。この試験での合格レベルの様子を図１に示す。
【００５６】
<NMP　浸漬試験>
　インキ組成物を塗布、硬化したガラス基板を5cm角に切断し、室温にて24時間、NMP  (N
-メチルピロリドン)に浸漬後、塗膜の変色（ΔE＜３で合格）と膜の剥離やクラックの発
生の有無を確認した。
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【００５７】
<耐熱試験>
　インキ組成物を塗布、硬化したガラス基板を5cm角に切断し250℃に設定したオーブン内
に1時間置いた後、塗膜の変色（ΔE＜３で合格）と膜の剥離やクラックの発生の有無を確
認した。
【００５８】
<液晶汚染性試験（VHR）>
　インキ組成物を塗布、硬化したガラス基板から硬化膜を20ｍｇ採取し、ドラフト内で液
晶ZLI4792  1.0ｇを秤量したスクリュー管に混合し、密閉する。これを100℃/72hの条件
でエージングさせた後、測定用ガラスセルに液晶を注入した。このセルを東陽テクニカ製
　電圧保持率測定システム（VHR-1A）にセットし測定した。その結果、保持率が９５％以
上を合格とした。
【００５９】
<総合評価>
　上記評価試験の結果を一覧し、すべてが合格となった場合に合格判定とした。
【００６０】
【表１】

【００６１】
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【表２】

【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】図１は、吐出試験において良好と判断される場合のストロボ写真の一例である。
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